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データを整理する
 Calc は、大量のデータを効率よく収集／分析するための機能を持っています。同じような機能を Excel も

持っていますが、Calc の場合は、Calc の中だけで完結するのではなく、データベースから持ってきたデータ

を分析する際にも利用できます。

　サンプルファイル：  calc → calc_data_01.ods

　完成版ファイル：  calc → calc_data.ods

Calcの集計機能

まずは集計の基本機能を Calc で学習しましょう。[データ]メニューで、並び替え／フィルタ／小計できます。

「日付順」「店名順」に並び替える

では、最初にデータの並び替え(ソート)を行います。このあと実施する「絞り込み」や「集計」の前に、必ず

データを並び替えておきます。
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① 売上げデータのどこかを選択しておく

② [データ]→[並び替え]

③ 「並び替え」ダイアログが表示されたら、「日付順」「店名順」を選択する

④ <OK>ボタンをクリックする

※「並び替え」を元に戻す機能がないので、オリジナルデータは別名で保存しておきましょう。

絞り込む

並び替えたデータから特定の種類のデータだけを絞り込んで表示させることができます。これは、特定デー

タの特長を捉えるときに便利です。

① [データ]→[フィルタ]→[オートフィルタ]

② タイトル行のプルダウンメニューで、[品目]→[健康食品]を選択する

※絞り込みを解除するには、再度[データ]→[フィルタ]→[オートフィルタ]を選択します
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集計

今度は、データを絞り込む変わりに、項目ごとに集計してみましょう。ここでは、日付ごとの金額の合計を求

めます。データの全体の特長を捉えるときに便利です。

① [データ]→[小計]

② 「小計」ダイアログが表示されたら、集計する項目を設定する

(グループの基準=日付、小計を計算=金額)

※集計を解除するには、<削除>ボタンをクリックします

練習しよう

見本と完成版ファイルを参考にして、サンプルファイルを仕上げて行きましょう。

　　サンプルファイル：  calc → calc_data_01.ods

　　完成版ファイル：  calc → calc_data.ods

作業内容

① データを並び替える（日付順、店名順）

② 特定のデータだけ表示する（健康食品）

③ 日付ごとの金額の合計を計算する

ピボットテーブルによるクロス集計

縦横の集計表を作るには、データパイロットウィザードを使います。
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※クロス集計の際に、「小計」を解除しておいてください。

クロス集計の手順

① 売上げデータのどこかを選択しておく

② [データ]→[データパイロット]→[呼び出す]

③ 「ソースの選択」ダイアログが表示されたら、「現在の選択範囲」をクリック

④ <OK>ボタンをクリックする

⑤ 「データパイロット」ダイアログが表示されたら、表示したい項目をドラッグで設定する

(店名、日付、品目、金額)

⑥ 下側の<詳細>ボタンをクリック
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⑦ 「結果貼り付け先」で「新しいシート」を選択する

⑧ <OK>ボタンをクリック

クロス集計表の操作

• 「店名」フィルタで、特定の店のデータだけを表示できます。

• 「日付」や「品目」のラベルをドラッグ＆ドロップで移動できます。ラベルを移動すると自動的に表

の内容も並び変わります。

• 3 つ以上の項目がある場合も、ラベルを移動できます。

練習しよう

見本と完成版ファイルを参考にして、サンプルファイルを仕上げて行きましょう。

　　サンプルファイル：  calc → calc_data_02.ods

　　完成版ファイル：  calc → calc_data.ods
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データソースによるデータベースとの接続

「データソース」機能は、OpenOffice.org からデータベースに接続して、データを取得する機能です。接続

できるのは、一般的なデータベース(ODBC, JDBC, MySQL, PostgreSQL)のほか、Access(ODBC 経由)、
Excel や Calc の表計算ファイル、さらに CSV ファイル／各種アドレス帳も利用できます。Calc だけでなく、

Writer などからも共通して呼び出せます。差込印刷でも、このデータソースを使います。

データソースを使うと、表計算ソフトに一度に読み込めないようなデータを扱うことができます。

※この機能には、Java 実行環境(JRE)が必要です

データソースを登録する

　データソースを利用するには、OpenOffice.org のデータベース機能である「Base」を介して、Excel のファイ

ルを呼び出します。最初に、接続するデータソースを登録します。

① 「ファイル」→「新規作成」→「データベース」

② 「データベースウィザード」が表示されたら、”既存のデータベースに接続”で「表計算ドキュメント」を選

択する
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③ ウィザードの指示に従って、接続先データベースを設定する

（例 calc→calc_datasource.xls）

※設定方法は、接続先データベースの種類によって異なります。

④ 「次へ」ボタンをクリック

⑤ 「データベースを開いて編集します」をオフにする

⑥ 「完了」ボタンをクリック

⑦ 「名前を付けて保存」ダイアログが表示されたら、設定の保存先を指定し、「保存」ボタンをクリック

※ データソースの登録内容は、OpenOffice.org Base のファイルとして保存されます。

データソースでデータベースを呼び出す

では、接続したデータベースにアクセスして、表計算ドキュメントにデータをコピーしてみましょう。

① 新規の表計算ドキュメントを作成する

② 標準ツールバーの「データソース」ボタンをクリック

③ データソースが表示されたら、接続したいデータベースを選択する
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④ 読み込みたいテーブル／クエリーを選択する

⑤ 読み込みたいデータのうち、一番上のデータの左端をクリック

⑥ 読み込みたいデータのうち、一番下のデータの左端を「Shift」+クリック

⑦ 「データからテキスト」ボタンをクリック

※データソースを登録すると、「データパイロット」でクロス集計できるようになります。

※特定の条件で並び替え・絞り込み済みのデータを表示するためには、クエリーを設定します。クエリーの

使い方は、OpenOffice.org Base の資料を参照してください。

練習しよう

登録したデータソースから、「データパイロット」でクロス集計表を作成しましょう。

① 「データ」→「データパイロット」→「呼び出す」

② 「ソースの選択」ダイアログが表示されたら、「OpenOffice.org に登録されたデータソース」をクリック

③ 「データソースの選択」ダイアログが表示されたら、次のように設定する

• データベース：Base のファイル名（例：calc_datasource）

• データソース：テーブル名（例：Sheet1）

• 種類：シート
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④ 「データパイロット」ダイアログが表示されたら、表示したい項目をドラッグで設定する

(店名、日付、品目、金額)

※データパイロットの操作手順は、前項を参照のこと

登録したデータソースの削除

登録したデータソースを削除するには、次のように操作します。

① 「ツール」→「オプション」

② オブションダイアログが表示されたら、「OpenOffice.org Base」→「データベース」を選択する

③ 削除したいデータベース登録を選択する

④ 「削除」ボタンをクリックする

※データソースの登録内容を保存した Base ファイルを削除しても、データソースは削除されません。Base
ファイルには、クエリーなどの設定内容が保存されています。
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